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道にやるしかないのです。そして，伝えるべきものは，単に技術だけでなく，
自分たちの組織がもっている価値，裁判官魂とでもいうべき志の部分を，ど
うやって伝えるかということが大切だと思っています。裁判官の場合には裁
判官の独立という，絶対に我々が守り抜かなくてはらない価値がありますか
ら，そのルールを乗り越えないように意識する必要があります。
　裁判官は，任官後最初の５年間は一人では裁判することはできませんが，
６年目からは一人で裁判をすることも多くなります。そういう若手裁判官に
対し，裁判所は裁判の独立性の重要さを伝えながら，訴訟運営の在り方につ
いて，丁寧に伝えるようにしていくことが大切です（※後進の育成について
は，前掲第 76 回広島大学講演会「第４　１　（2）　後進の育成－修練の場と
しての合議」も参考にしてください。）。
おわりに
　大体時間になりました。50 分という限られた時間でしたので，やや舌足ら
ずになった点もあったかと思います。裁判官が大切にしている技術について
も説明したいところですが，これは他日を期することにしたいと思います。
今日は裁判官魂というか，裁判に関する志のようなものをお話してみました。
ご清聴ありがとうございました。
